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1．はじめに

大洋薬品工業株式会社（当社） で実施している防
虫対策の取り組みを紹介する．
当社は，岐阜県高山市に製造工場を有している
ジェネリック医薬品製造企業であり，かつ，国内及
び外資系医薬品企業 50社以上より製造受託を引き
受けている医薬品受託製造企業である．
医薬品への虫の混入は，使用者の健康被害につな

がる可能性がある他，医薬品製造に関する衛星管理
面全てについて著しく信用を損なうことから，医薬
品製造メーカーとしてはもっとも注意しなくてはい
けないテーマの 1つである．また，虫の混入製品は，
厚生労働省からの通知「医薬品等の回収について」
にも記載されている回収に相当する不良品である．

一方，工場から一歩外に出れば，様々な虫と共存し
て生活しているのが現状である．

2．防虫対策の取り組み

当社では，製造管理者のもとに防虫管理責任者を
配置し，さらに各部署から防虫委員（各部署から選
出された防虫活動の推進者）を選出し，防虫対策を
組織的に実施している．
また，専門的知識を有する防虫専門業者とタイ
アップを行い，日々の防虫活動を行ってきている．
表 1に防虫専門業者との年間活動内容を示す．当

社の特徴としては，社内で組織化をして運営してい
ることや，年間の虫モニタリング結果から降雪の多
い冬季には虫が殆ど検出されない実績を得て季節毎
の薬剤処理対策に強弱をつけていることなどが挙げ
られる．
当社の防虫対策の具体的取り組みについては大き
く区分すると以下の 4点であり，個々の具体的な事
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例を紹介する．

（1）虫を呼び込まない対策
・窓や扉に防虫フィルム処理（写真 1）
夜間，室内の明かりを外に漏らさない対策として

実施．虫は紫外線を光として認識するため，紫外線
をカットするフィルムを窓ガラスへ貼付した．これ
により，集まる虫が少なくなった．
・窓の隙間へのコーキング，扉の隙間の目張り
工場は空調管理などの排気によって，隙間からの

温風吹き出しによる誘引や，隙間からの虫の侵入を
阻止する対策として実施．
・低誘虫蛍光灯の使用
夜間，照明に虫が誘引されて集まるので，光源自

体が近紫外線を発生させないものを採用し，虫を誘
引しにくい対策として実施．
・ シャッター前にエアーカーテンを設置し虫の進入
を防止する
シャッターを開放しての搬入作業は虫の進入に無

防備であるために，エアーの流れを作り虫が進入で
きないような対策として実施．
・玄関前の地面に流水路の施行（写真 2）

表 1　年間活動内容

写真 1　窓や扉への防虫フィルム処理

写真 2　正面玄関の流水による虫の進入遮断
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歩行虫の侵入防止の対策として実施．なお，流水
は工場内で発生する中水（再利用水）を使用してお
りコストを抑制．
・外灯にナトリウム灯を採用（写真 3）
誘引性の低い灯を使用することで虫の誘引を防ぐ

対策として実施．

（2）虫の進入に捕虫・殺虫する対策
・自動薬剤噴霧器設置
出入口に設置し，扉の開閉により侵入してきた虫

を駆除する対策として実施．定期的に薬剤の自動噴
霧を行う．
・工場内へのライトトラップ設置
資材搬入経路，ラック倉庫，生産室入口の廊下等

に設置をし，工場内に侵入した虫を捕獲する対策と
して実施．

（3）虫を居着かせない対策
・段ボールの自動燻蒸装置（写真 4）
ダンボールに微小昆虫が付着していることがある
ので，使用する前に燻蒸を行い製造エリアへの搬入
を行っている．燻蒸は夜に行うこととしており，タ
イマー設定で，燻蒸，エアレーションを行う．
・工場内への粘着トラップ設置
毎月，工場内 244ヶ所にトラップを設置し，虫の

侵入状況をモニタリング・捕虫を実施．

（4）従業員の防虫意識と 5Sの向上
・掲示板にて防虫意識の向上（写真 5）
毎月 1回各部門で選出した防虫委員が集まり委員
会を実施．年 3回の防虫講演会を実施．虫の多い時
期に期間を定めて虫取りキャンペーンを実施．月ご
とに“今月の虫”を選定して従業員に意識付けを行う．

図 1　捕獲虫数推移

写真 3　工場の外灯（ナトリウム灯）

写真 4　段ボールカートンの自動燻蒸機

写真 5　掲示板にて防虫意識の向上
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3．まとめ

これらの，本格的な防虫対策の運営により，工場
内で捕獲される虫の数は減少してきている（図 1）．
1999年より開始．
また，当社へ製造を委託している多くの医薬品

メーカーによる監査の際にも，当社の防虫対策への

取り組みについて，一定の評価と信用を獲得してい
る状況である．
しかし，虫と共存して生活していく以上，防虫対
策は終わりのない戦いである．
現在の状況を維持するとともに，今後，更なる改
善を実施していく所存である．
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